































































































































































































































































































※ ＊p ＜ 0.05、＊＊p ＜ 0.01、＊＊＊p ＜ 0.001。以下同様。
表⚓ 部活動の規模（人数）





















































＝ 2.390，p ＜ 0.05）、「部の目標は、大会やコンクール
などで勝ち進むことであった」（t(349)＝ 3.074，p ＜
0.01）、「部員はお互い素直に自分の意見を言うことがで



















































（t(349)＝ －3.428，p ＜ 0.001）、「何事にも先輩が優先
であった」（t(349)＝ －5.098，p ＜ 0.001）、「先輩の言
うことは何事も絶対であった」（t(348)＝ －5.612，p ＜
0.001）、「後輩は制服、ジャージ、カバンなどの身なり





























































を及ぼしていた（男性：p ＜ 0.001、女性：p ＜ 0.001））。
これらの結果より、部活動の主たる構成員の性別に関
わりなく、①部活動内の先輩後輩の間に確固たる上下関
係が存在している場合に、部活動におけるいじめが起こ
りやすいこと、②部活動内にʠ部員がお互いを認め合い、
話し合いや協力をすることによって集団全体を高め合お
うとするʡ雰囲気が醸成されている場合に、部活動にお
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表13 部活動におけるいじめ⚑
※ 「よくあった」「ときどきあった」を合計したパーセンテージ。
表14 部活動におけるいじめ⚒
※ 「まったくあてはまらない」～「とてもあてはまる」に⚑～⚕の得点を配分。
【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第25号／
久保田真功 ⚒ 校
― 57 ―
表15 部活動におけるいじめの主成分分析結果
※ 「まったくあてはまらない」～「とてもあてはまる」に⚑～⚕の得点を配分。
表16 分析に使用する変数の詳細
けるいじめが起こりにくいこと、がうかがえる。
一方、男性については「部員に対する暴言・暴力」（p
＜ 0.05）が、女性については「部活動の規模（人数）」（p
＜ 0.05）が、有意な正の影響を及ぼしていた。この結
果より、男性主体の部活動では、主な指導者が部員に対
して暴言を吐いたり暴力を振るったりしている場合、女
性主体の部活動では、部活動の規模（人数）が多い場合
に、部活動におけるいじめが起こりやすいといえる。
以上の結果より、「認め合い・高め合い」（部活動内の
雰囲気）と「ヒエラルキー的な上下関係」（先輩後輩関
係）の⚒つが、男女に関わりなく、部活動におけるいじ
めの発生状況を大きく左右する要因であることがわか
る。
そこで、次に、「認め合い・高め合い」（部活動内の雰
囲気）と「ヒエラルキー的な上下関係」（先輩後輩関係）
のそれぞれに影響を及ぼす要因について検討することと
したい（分析モデルについては、図⚑を参照のこと）。
まずは、「認め合い・高め合い」（部活動内の雰囲気）
を従属変数とした重回帰分析の結果についてである（表
18）。男女ともに、「人間関係・主体性重視」が有意な正
の影響を及ぼしていた（男女ともに、p ＜ 0.001）。こ
れらの結果より、部活動の主たる構成員の性別に関わり
なく、主な指導者がʠ部員との人間関係を重視するとと
もに、部員の主体性を尊重しているʡ場合に、部活動内
にʠ部員がお互いを認め合い、話し合いや協力をするこ
とによって集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気が醸成
されやすいことがうかがえる。
また、女性については、「厳格・権威的な指導」も有
意な正の影響を及ぼしていた。この結果より、女性主体
の部活動においては、主な指導者がʠ部員に対して厳し
く、かつ権威的に指導しているʡ場合についても、部活
動内にʠ部員がお互いを認め合い、話し合いや協力をす
ることによって集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気が
醸成されやすいことがわかる。
次に、「ヒエラルキー的な上下関係」（先輩後輩関係）
を従属変数とした重回帰分析の結果についてである（表
19）。男女ともに、「規律・勝利追求志向」が有意な正の
影響を及ぼしていた（男女ともに、p ＜ 0.001）。これ
らの結果より、部活動の主たる構成員の性別に関わりな
く、部活動内にʠ規律を守ることに厳しく、大会やコン
クールなどで勝利することを重視するʡ雰囲気がある場
合に、部活動内の先輩後輩間でヒエラルキー的な人間関
係が形成されやすいことがうかがえる。
また、男性については、「厳格・権威的な指導」も有
意な正の影響を及ぼしていた（p ＜ 0.05）。この結果よ
り、男性主体の部活動においては、主な指導者がʠ部員
に対して厳しく、かつ権威的に指導しているʡ場合につ
いても、部活動内の先輩後輩間でヒエラルキー的な人間
関係が生まれやすいことがわかる。
以上の分析結果（表17～表19）を踏まえ、部活動にお
けるいじめに影響を及ぼす直接的・間接的な要因を図式
化したものが、図⚒および図⚓である。
これらの図により、部活動におけるいじめに直接的な
影響を及ぼす要因だけではなく、間接的な影響を及ぼす
要因を視覚的に確認することができる。直接的な影響を
及ぼす要因についてはすでに言及しているので、以下で
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表17 部活動におけるいじめに影響を及ぼす要因の検討
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表18 「認め合い・高め合い」（部活動内の雰囲気）に影響を及ぼす要因の検討
表19 「ヒエラルキー的な上下関係」に影響を及ぼす要因の検討
図⚒ 部活動におけるいじめに影響を及ぼす要因（男性）
※ 有意なパスのみを示している。なお、実線の矢印は正の影響を、点線の矢印は負の影響をそれぞれ示している。以下同様。
は間接的な影響を及ぼす要因に着目して論じることとし
たい。
第⚑に、主な指導者の指導態度についてである。指導
態度については男女ともに部活動におけるいじめに直接
的な影響を及ぼしてはいなかった（表17）ものの、間接
的な影響を及ぼしていることがわかる。男女ともに、
「人間関係・主体性重視」（指導態度）は、「認め合い・
高め合い」（部活動内の雰囲気）を経由して、部活動に
おけるいじめに負の間接的な影響を及ぼしている。ま
た、女性については、「厳格・権威的指導」（指導態度）
も「認め合い・高め合い」（部活動内の雰囲気）を経由
して、部活動におけるいじめに負の間接的な影響を及ぼ
していることがうかがえる。
これらの結果により、部活動の主たる構成員の性別に
関わりなく、主な指導者がʠ部員との人間関係を重視す
るとともに、部員の主体性を尊重しているʡ場合に、部
活動内にʠ部員がお互いを認め合い、話し合いや協力を
することによって集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気
が醸成され、結果として部活動におけるいじめが生じに
くくなることがわかる。また、女性主体の部活動におい
ては、主な指導者がʠ部員に対して厳しく、かつ権威的
に指導しているʡ場合についても、「人間関係・主体性
重視」（指導態度）と同様に、部活動におけるいじめを
生じにくくする間接的な影響を確認することができる。
その一方で、男性については、「厳格・権威的指導」（指
導態度）は「ヒエラルキー的な上下関係」（先輩後輩関
係）を経由して、部活動におけるいじめに正の間接的な
影響を及ぼしている。この結果は、女性主体の部活動と
は異なり、男性主体の部活動では、主な指導者がʠ部員
に対して厳しく、かつ権威的に指導しているʡ場合に、
部活動内の先輩後輩間でヒエラルキー的な人間関係が形
成され、結果として部活動におけるいじめが生じやすく
なることを示唆している。
第⚒に、部活動内の雰囲気についてである。男女とも
に、「規律・勝利追求志向」（部活動内の雰囲気）が「ヒ
エラルキー的な人間関係」（先輩後輩関係）を経由して、
部活動におけるいじめに正の間接的な影響を及ぼしてい
る。
これらの結果により、部活動の主たる構成員の性別に
関わりなく、部活動内にʠ規律を守ることに厳しく、大
会やコンクールなどで勝利することを重視するʡ雰囲気
がある場合に、部活動内の先輩後輩間でヒエラルキー的
な人間関係が形成され、結果として部活動におけるいじ
めが生じやすくなることがうかがえる。
⚔．まとめと考察
本研究の目的は、大学生を対象とした回顧調査をもと
に、中学生時の部活動におけるいじめに影響を及ぼす要
因を検討することにあった。本研究によって明らかと
なった主要な結果は、以下のように要約されよう。
⑴ 部活動におけるいじめの実態
部活動におけるいじめについては、先輩から後輩への
いじめと同級生同士のいじめという⚒つの側面から把握
を試みた。その結果、主には次の⚓点が明らかとなっ
た。
第⚑に、部活動におけるいじめが「あった」と回答し
た者の割合は、各項目で⚔％～20％の間を推移していた
（表13）。先行研究では部活動におけるいじめについてほ
とんど検討されてこなかったものの、この結果より、部
活動におけるいじめは一定数存在することがわかる。
第⚒に、男女の違いについてである（表14）。男性主
体の部活動は女性主体の部活動と比べ、いじめが多く発
生している可能性がうかがえた。また、女性主体の部活
動は男性主体の部活動と比べ、同級生同士の無視・仲間
はずれといった関係性攻撃が多く見られる傾向にあっ
た。この結果は、部活動におけるいじめについて検討す
るにあたり、男女の違いを考慮する必要があることを示
唆している。
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図⚓ 部活動におけるいじめに影響を及ぼす要因（女性）
第⚓に、部活動におけるいじめに関する項目について
主成分分析を行ったところ、一元性が確認された（表
15）。この結果は、先輩から後輩へのいじめと同級生同
士のいじめとは、決して無関係ではないことを物語って
いる。
⑵ 部活動におけるいじめに影響を及ぼす要因
部活動におけるいじめに影響を及ぼす要因を男女別に
検討したところ、男女で幾分の違いが見られたものの、
男女で共通している部分がかなりの程度見られた（表
17～表19、図⚑、図⚒）。そこで、以下では、男女で共
通する要因について中心的に論じることとしたい。
第⚑に、「ヒエラルキー的な上下関係」（先輩後輩関係）
についてである。部活動の主たる構成員の性別に関わり
なく、部活動内の先輩後輩関係の間に確固たる上下関係
が存在している場合に、部活動におけるいじめは起こり
やすい傾向にあった。その理由としては、次のようなこ
とが考えられる。一つは、ヒエラルキー的な上下関係が
部員（とりわけ下級生）にとってストレッサーとなって
いる、ということである。手塚・上地・児玉（2003）は、
中学生を対象とした質問紙調査をもとに、運動部活動に
関するストレッサーとして「部員との関係｣⑿ があり、
それが「不機嫌・怒り」というストレス反応を引き起こ
す可能性を明らかにしている。この結果に鑑みれば、先
輩後輩間でヒエラルキー的な人間関係が存在している場
合、そのことが部員にとってストレッサーとなり、いじ
めという攻撃行動を引き起こしている可能性を指摘でき
よう。
もう一つは、ヒエラルキー的な上下関係が存在してい
る場合、上級生は下級生に対して力を濫用しやすい環境
にある、ということである。「分析の枠組み」で述べた
通り、いじめの操作的定義の構成要素のうち、最も重要
視されているのは、被害者と加害者との間の「力関係の
アンバランス」である。ヒエラルキー的な上下関係のも
とでは、このような「力関係のアンバランス」が顕在化
しており、結果としていじめが生じやすいものと推察さ
れる。
第⚒に、「規律・勝利追求志向」（部活動内の雰囲気）
についてである。部活動の主たる構成員の性別に関わり
なく、部活動内にʠ規律を守ることに厳しく、大会やコ
ンクールなどで勝利することを重視するʡ雰囲気（「規
律・勝利追求志向」）がある場合に、部活動内の先輩後
輩間でヒエラルキー的な人間関係が形成され、結果とし
て部活動におけるいじめが起こりやすい傾向にあった。
小野・庄司（2015）は、中高生を対象とした質問紙調査
をもとに、「部の方針・性格」が先輩後輩間のヒエラル
キー的な人間関係に影響を及ぼす可能性を明らかにして
いる。「部の方針・性格」を構成する項目には、「部には
厳しい決まりや運営方針がある」「部として挨拶や礼儀
を徹底している」といった、部活動内の規律に関する項
目が含まれている⒀。この結果に鑑みれば、「規律・勝
利追求志向」という部活動内の雰囲気は、部全体の方針
によって生み出されている可能性も否定できない。その
場合、ヒエラルキー的な上下関係をできる限りフラット
な関係に近づけるためには、主たる指導者の立ち会いの
もと、部員同士が望ましい部活動のあり方について互い
に協議することによって部全体の方針をあらためていく
ことが求められよう。このことは、とりわけ女性主体の
部活動において必要であるといえるかもしれない。女性
主体の部活動は男性主体の部活動と比べ、先輩後輩間の
ヒエラルキー的な上下関係が顕著に見られたからである
（表11）。同様の結果は、小野・庄司（2015）でも確認さ
れている。
第⚓に、「認め合い・高め合い」（部活動内の雰囲気）
についてである。部活動の主たる構成員の性別に関わり
なく、ʠ部員がお互いを認め合い、話し合いや協力をす
ることによって集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気が
醸成されている場合に、部活動におけるいじめは抑制さ
れる傾向にあった。このような「認め合い・高め合い」
という部活動内の雰囲気は、学習指導要領における特別
活動の目標とも類似している。特別活動の目標を見る
と、育成が目指される資質・能力の⚑つとして、「集団
や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するた
めに話し合い、合意形成を図ったり、意思決定したりす
ることができるようにする」が掲げられている（『中学
校学習指導要領 第⚕章 特別活動』第⚑目標⑵）。こ
のことを踏まえると、部活動を通じて、特別活動に期待
される資質能力を子どもたちに育むことが、いじめが起
きにくい部活動をつくる上で重要であるといえよう。
第⚔に、「人間関係・主体性重視」（指導態度）につい
てである。部活動の主たる構成員の性別に関わりなく、
主な指導者がʠ部員との人間関係を重視するとともに、
部員の主体性を尊重しているʡ場合に、部活動内にʠ部
員がお互いを認め合い、話し合いや協力をすることに
よって集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気が醸成さ
れ、結果として部活動におけるいじめは抑制される傾向
にあった。主たる指導者の指導態度は、部活動における
いじめに直接的な影響を及ぼしてはいなかったものの、
部活動内の雰囲気を介して、間接的な影響を及ぼしてい
たのである。この結果は、「認め合い・高め合い」とい
う部活動内の雰囲気を醸成するにあたり、部員任せにし
ているのでは不十分であり、主たる指導者が部員とどの
ように関わっていくのか、ということが極めて重要であ
ることを示唆している⒁。
最後に、部活動におけるいじめに直接的・間接的な影
響を及ぼす要因には、男女で異なる側面も見られた、と
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いうことにも触れておきたい。まずは、直接的な要因に
ついてである。男性主体の部活動では、主な指導者が部
員に対して暴言を吐いたり暴力を振るったりしている場
合に、部活動におけるいじめは起こりやすい傾向にあっ
た⒂。その一方で、女性主体の部活動では、部活動の規
模（人数）が多い場合に、部活動におけるいじめは起こ
りやすい傾向にあった。
次に、間接的な要因についてである。男女ともに、「厳
格・権威的指導」（指導態度）が部活動におけるいじめ
に間接的な影響を及ぼしていた。しかし、その影響の仕
方は男女で異なっていた。男性主体の部活動では、主な
指導者がʠ部員に対して厳しく、かつ権威的に指導して
いるʡ場合に、部活動内の先輩後輩間でヒエラルキー的
な人間関係が形成され、結果として部活動におけるいじ
めは起こりやすい傾向にあった。その一方で、女性主体
の部活動では、主な指導者がʠ部員に対して厳しく、か
つ権威的に指導しているʡ場合に、部活動内にʠ部員が
お互いを認め合い、話し合いや協力をすることによって
集団全体を高め合おうとするʡ雰囲気が醸成され、結果
として部活動におけるいじめは抑制される傾向にあっ
た。つまりは、「厳格・権威的指導」という指導態度は、
男性主体の部活動についてはいじめを引き起こす間接的
な要因となることを示唆している一方で、女性主体の部
活動についてはいじめを抑制する間接的な要因となるこ
とを示唆しているのである。
しかし、なぜ男女で部活動におけるいじめに影響を及
ぼす要因に違いが見られるのか、ということまでは、本
研究で明らかにすることはできなかった。今後の課題と
したい。
注
⑴中澤（2011）は、社会学・心理学領域における運動部活
動研究を「参加・適応研究」「機能・効果研究」「顧問教
員研究」の⚓つに分類している。これら⚓つのうち、部
活動の教育的効果に着目した研究は、「参加・適応研究」
と「機能・効果研究」の⚒つに該当する。
⑵第⚒回調査の実施時期は、2013年である。コアとなる調
査の対象は、前期中等教育段階の教員。参加国・地域数
は34ヵ国である。
⑶この点について、内田・斉藤編（2018）は、「公立の義
務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置
法」という法律の観点から批判的に検討している。
⑷数少ない研究に、長谷川（2013）などがある。
⑸その最たる理由は、森田・清永（1986）によって「いじ
め集団の四層構造論」が提唱されたからである。「いじ
め集団の四層構造論」では、いじめを被害者と加害者の
二者間の問題として捉えるのではなく、学級集団全体の
あり様が問われる問題である、と考える。
⑹ただし、「被害の継続性ないしは反復性」については、
ʠ⚑回のいじめでも、被害者の心身に深刻な影響を及ぼ
すケースがあるʡ、ʠ一人の生徒が複数の生徒を⚑回ずつ
いじめて回った場合、それがいじめとしてカウントされ
ないʡといった理由から、必須の構成要素とすることを
疑問視している。
⑺その他の内訳については、「ボート部（⚒人）、「新体操
部（⚒人）」、「ホッケー部（⚑人）」、「ラグビー部（⚑
人）」、「なぎなた部（⚑人）」、「文芸部（⚑人）」、「英語
部（⚑人）」、「技術部（⚑人）」となっている。
⑻「その他」と回答した者についても、自由記述の内容を
踏まえ、「運動部系」か「文化部系」のいずれかに分類
している。
⑼項目については、長谷川（2005）を参考にした。
⑽項目については、長谷川（2005）を参考にした。
⑾項目については、小野・庄司（2015）を参考にした。
⑿「部員との関係」に関する項目は、「先輩にえこひいき
された」「先輩に怒られた」「他の部員との仲が悪くなっ
た」の⚓つである。
⒀「部の方針・性格」を構成する項目には、これら⚒項目
の他に、「部の『伝統』』と言えるものがある」「部全体
ではっきりとした目標を持って日々活動に取り組んでい
る」「目標達成のために部全体でよくミーティングを
行っている」「部全体で部員は同じ目標を共有している」
という項目が含まれている。
⒁「認め合い・高め合い」（部活動内の雰囲気）を従属変
数とした重回帰分析の結果（表18）を見ると、「人間関
係・主体性重視」（指導態度）の標準偏回帰係数（β）
の値は男女ともに他の変数と比べて最も高くなってい
る。
⒂男性主体の部活動の結果については、男性は女性と比
べ、指導者による暴力や暴言を受けやすい傾向にあった
（表⚗）ことを考慮する必要があるかもしれない。
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